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爺
湖
町
、
伊
達
市
の
中
学
生
が

　
　
所
属
し
て
い
る
野
球
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
・
西
胆
振
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
が
、
静
岡
県
で
11
月
に
開
か
れ

た
第
21
回
全
国
中
学
生
都
道
府
県
対

抗
野
球
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
大
会
を
前
に
阿
部
隼
人
選
手
（
虻

田
中
３
年
）、
長
谷
川
碧
士
選
手

（
虻
田
中
３
年
）
以
西
由
芽
選
手

（
洞
爺
中
３
年
）
が
役
場
で
出
場
報

告
し
「
最
後
ま
で
全
力
で
戦
い
ま

す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
チ
ー

ム
は
初
戦
で
富
山
県
代
表
と
対
戦

し
、
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

洞爺湖リトルシニアから道選抜入り
若松選手が国際大会出場

全国大会に挑んだ（左から）阿部選手全国大会に挑んだ（左から）阿部選手
長谷川選手、以西選手長谷川選手、以西選手下道町長に出場報告した若松選手下道町長に出場報告した若松選手

洞

公共交通の未来を考える
公共交通勉強会を開催

　
　
学
硬
式
野
球
チ
ー
ム
・
洞
爺
湖

　
　
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
の
若
松
空
選
手

（
虻
田
中
２
年
）が
、
年
末
に
台
湾
で

開
か
れ
た
日
台
会
長
杯
争
奪
国
際
親

善
野
球
大
会
の
道
選
抜
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
若
松
選
手
は
、
打
撃
力
を
買
わ
れ

て
２
年
生
な
が
ら
選
抜
入
り
。
昨
季

の
全
国
大
会
で
の
活
躍
な
ど
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
下
道
町
長
に
出
場

報
告
し
た
若
松
選
手
は「
選
ば
れ
る

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

バ
ッ
ト
で
活
躍
し
た
い
で
す
」と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
　
爺
湖
町
に
お
け
る
公
共
交
通
の

　
　
現
状
、
今
後
に
つ
い
て
説
明
す

る
地
域
公
共
交
通
勉
強
会
が
、
役
場
防

災
研
修
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー
代
表
理
事
の
為
国
孝
敏
氏
を

講
師
と
し
て
、
洞
爺
湖
町
の
公
共
交

通
の
課
題
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
に

つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
年
々
、
利
用
者
減
少
や
運
転
手
不

足
な
ど
の
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
「
利
用
者
の
利
用
目
的

に
合
せ
た
取
組
み
が
必
要
」
と
説
明

し
ま
し
た
。

洞

11
８

中

雑木伐採に貢献
建設３社のＪＶに感謝状

　
　
浦
・
北
辰
・
不
二
工
営
経
常
建

　
　

設
共
同
企
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
に
、

町
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ｖ
は
、
道
か
ら
請
け
負
っ
た

大
原
・
成
香
地
区
な
ど
の
土
地
改
良

事
業
を
行
っ
た
際
、
地
域
貢
献
の
一

環
で
旧
成
香
小
学
校
の
雑
木
を
伐
採

し
ま
し
た
。
代
表
し
て
豊
浦
建
設
工

業（
豊
浦
町
）の
金
丸
淳
社
長
が
下
道

町
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
り「
今

後
も
町
の
力
に
な
り
た
い
で
す
」と

話
し
ま
し
た
。
下
道
町
長
は「
お
力

を
お
借
り
で
き
、あ
り
が
た
い
で
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

豊

大舞台で必勝を誓う
西胆振ＢＢＣが全国出場報告30

10

11

感謝状を受け取った金丸社長感謝状を受け取った金丸社長 公共交通について説明する担当者と、説明を聞く参加者公共交通について説明する担当者と、説明を聞く参加者

９

１
11
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
内
の
水
辺
の
生
態
系
を
脅
か
す

　
　
外
来
種
の
対
策
を
考
え
る
洞
爺

湖
外
来
種
サ
ミ
ッ
ト
が
、
洞
爺
湖
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
開
催
で
、
約

１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
す
る
国
立
環

境
研
究
所
侵
入
生
物
研
究
チ
ー
ム
五

箇
公
一
室
長
と
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖

博
物
館
の
中
井
克
樹
特
別
研
究
員
が

講
演
し
、
洞
爺
湖
に
生
息
す
る
特
定

外
来
生
物
の
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
防

除
活
動
や
、
在
来
生
物
の
保
護
の
重

要
性
を
説
明
し
ま
し
た
。

日頃の備えの大切さを伝える
防災講演会開催

　
町の未来のためにできることを
洞爺湖温泉小がSDGs発表会

　
　
火
に
備
え
た
対
策
に
つ
い
て
説

　
　
明
す
る
防
災
講
演
会「
有
珠
山
の

次
期
噴
火
に
備
え
る
」が
洞
爺
湖
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
大
名
誉
教
授
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境

防
災
総
合
政
策
研
究
機
構
理
事
の
宇
井

忠
英
氏
が
講
師
を
務
め
、
有
珠
山
の
こ

れ
ま
で
の
噴
火
活
動
や
噴
火
当
時
の
状

況
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
「
次
の
噴

火
は
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。

火
山
防
災
マ
ッ
プ
を
確
認
し
た
り
、
避

難
す
る
際
の
持
ち
物
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
日
頃

の
備
え
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　
　
が
進
め
る
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ

　
　

ム「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
キ
ッ
ズ
事

業
」に
選
ば
れ
て
い
る
洞
爺
湖
温
泉

小
学
校（
柴
田
暦
章
校
長
）が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
発
表
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
７
校
が
、
持
続
可
能
な
開
発

目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）に
基
づ
い
て
ま
と

め
た
各
地
の
特
色
な
ど
を
発
表
し
ま

し
た
。
温
泉
小
の
５
、６
年
生
は
、

洞
爺
湖
の
自
然
や
観
光
に
つ
い
て

の
良
さ
や
課
題
を
ま
と
め
た「
地
域

未
来
図
」を
披
露
し「
洞
爺
湖
を
守
っ

て
行
く
と
い
う
意
識
を
持
つ
」な
ど

の
行
動
宣
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

道

11

噴

11
10

道
10

11 外来種対策の重要性を訴える
洞爺湖外来種サミット開催

地域の活性化に向けて
トヨタカ―シェア２台目導入

　
　
爺
湖
温
泉
観
光
協
会
（
大
西
英

　
　
生
会
長
）
が
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
ト
ヨ

タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
札
幌
と
連
携
し
、
２

台
目
の
車
両
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
９
月
に
１
台
目
の
導

入
以
降
、
利
用
が
多
か
っ
た
た
め
、
２

台
目
の
導
入
を
決
め
ま
し
た
。
１
台

目
は
万
世
閣
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
サ
イ
ド

テ
ラ
ス
の
駐
車
場
、
２
台
目
は
洞
爺

観
光
ホ
テ
ル
の
駐
車
場
に
配
置
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ａ 

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」
の
入
会
会
員

が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

洞

町のSDGsについて発表する児童町のSDGsについて発表する児童 洞爺観光ホテルの駐車場に配置された車両洞爺観光ホテルの駐車場に配置された車両

20

有珠山の噴火活動について説明する宇井氏有珠山の噴火活動について説明する宇井氏 洞爺湖外来種サミットが開催された会場洞爺湖外来種サミットが開催された会場
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